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(1)　第1901号　2023年３月15日

２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
要
求
実
現
総
決
起
集
会

春
闘
ヤ
マ
場
へ
闘
う
決
意

　
連
合
茨
城
は
、
３
月
４
日

に
水
戸
市
三
の
丸
庁
舎
広
場

で
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争

要
求
実
現
３
・
４
総
決
起
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

　
連
合
茨
城
を
構
成
す
る
組

織
の
組
合
員
が
一
堂
に
会

し
、
３
月
　
日
の
春
闘
ヤ
マ

15

場
に
む
け
て
前
進
回
答
へ
意

思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

　
集
会
は
、
は
じ
め
に
内
山

連
合
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
い
ま
労
働
者
は
、
物
価

高
、
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三

重
苦
の
中
に
い
る
が
、
賃
金

は
物
価
上
昇
に
ま
っ
た
く
追

い
付
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
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地
方
か
ら
政
治
を
変
え
よ
う

　
３
名
の
候
補
は
、
い
ず
れ

も
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
、
自
治
体
財
政
の
確

立
、
社
会
保
障
制
度
の
再
構

築
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
、
日
頃
か
ら
各
議
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
職
場
の
政

策
や
予
算
、
賃
金
・
労
働
条

を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
根

強
い
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら

の
脱
却
と
適
正
な
価
格
転
嫁

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

も
賃
上
げ
は
労
働
組
合
の
粘

り
強
い
交
渉
な
く
し
て
実
現

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
持
続
可
能
な
包
括
的
社

会
の
実
現
を
世
の
中
に
波
及

さ
せ
る
た
め
に
も
、
連
合
茨

城
の
構
成
組
織
が
一
丸
と

な
っ
て
2
0
2
3
春
闘
を
最

後
ま
で
闘
い
抜
こ
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
立
憲
民
主
党

の
青
山
大
人
衆
議
院
議
員
、

国
民
民
主
党
の
浅
野
哲
衆
議

院
議
員
、
堂
込
ま
き
こ
参
議

院
議
員
が
駆
け
つ
け
、
激
励

と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。

　
連
合
茨
城
の
高
木
事
務
局

長
か
ら
民
間
春
闘
の
情
勢
報

告
の
あ
と
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、
最
後
に
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
集
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
集
会
後
は
、
参
加
者
約
６

０
０
人
が
水
戸
市
内
を
４
年

ぶ
り
に
デ
モ
行
進
し
、
春
闘

勝
利
と
連
合
の
政
策
・
制
度

要
求
実
現
へ
む
け
た
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

自治労2023春闘
公共サービスにもっと投資を！
全国でキャンペーン展開中

　
連
合
は
、
２
０
２
３
春
闘

を
経
済
の
後
追
い
で
な
い

「
未
来
づ
く
り
春
闘
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
ス
テ
ー
ジ
を

変
え
る
転
換
点
と
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
の
賃

上
げ
が
実
現
で
き
る
の
か
、

賃
上
げ
の
動
き
が
ど
こ
ま
で

広
が
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
未
組
織
労
働
者
を
含
め
た

す
べ
て
の
働
く
者
の
生
活
改

善
の
た
め
の「
み
ん
な
の
春

闘
」と
し
て
、
労
働
組
合
の

要
求
に
よ
る
賃
上
げ
の
実
現

が
必
要
で
す
。
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４
月
統
一
地
方
選
挙
勝
利
を
誓
う

　
ま
た
こ
の
日
、
４
月
　
日
23

に
執
行
予
定
の
第
　
回
統
一

20

地
方
選
挙
勝
利
に
む
け
て
総

決
起
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
自
治
労
の
組
織
内
議
員
で

あ
る
岡
野
孝
男
石
岡
市
議
会

議
員
、
菅
谷
つ
よ
し
鹿
嶋
市

議
会
議
員
、
は
ぎ
や
慎
一
水

戸
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
連
合
茨
城
が
推
薦
す
る

予
定
候
補
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

で
す
。

　
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
連

合
茨
城
が
推
薦
す
る
自
治
体

首
長
、
市
町
村
議
会
議
員
の

全
員
必
勝
を
誓
い
合
い
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て

こ
の
日
の
集
会
を
終
え
ま
し

た
。

県
本
部
組
織
内
議
員
の
必
勝
を

に
岡
野
孝
男
さ
ん
、
鹿
嶋
市

議
会
議
員
選
挙
に
菅
谷
つ
よ
し

さ
ん
、
水
戸
市
議
会
議
員
選

挙
に
は
ぎ
や
慎
一
さ
ん
の
３
名

を
推
薦
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
　
日
は
第
　
回
統
一

23

20

地
方
選
挙
の
投
票
予
定
日
で

す
。
　
県
本
部
は
、
組
織
内
候
補

者
に
石
岡
市
議
会
議
員
選
挙

件
な
ど
は
国
会
と
自
治
体
議

会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
仕

組
み
で
あ
り
、
自
治
労
の
政

策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
各

議
会
に
協
力
議
員
が
存
在

し
、
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
こ
の
３
名
の

組
織
内
候
補
者
と
合
わ
せ
、

奥
谷
崇
土
浦
市
議
会
議
員
、

黒
木
宣
子
牛
久
市
議
会
議

員
、
三
澤
隆
一
筑
西
市
議
会

連合茨城

団結ガンバローで闘う決意を示す参加者

　
地
域
の
課
題
解
決
や
平
和

な
暮
ら
し
、
そ
し
て
何
よ
り

働
く
仲
間
の
代
表
と
し
て
組

織
内
議
員
の
存
在
は
不
可
欠

連
合
茨
城
の
推
薦
す
る

候
補
者
が
決
意
表
明

議
員
、
山
崎
幸
子
美
浦
村
議

会
議
員
、
小
川
春
樹
日
立
市

長
を
推
薦
し
、
高
橋
靖
水
戸

市
長
は
連
合
茨
城
が
推
薦
し

て
い
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
す
べ
て
の
候

補
者
と
と
も
に
よ
り
良
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
に
む
け

自
治
体
改
革
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
統
一

地
方
選
へ
の
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石岡市議会議員

岡野孝男
（立憲民主党・現）

鹿嶋市議会議員

菅谷つよし
（立憲民主党・現）

水戸市議会議員

はぎや慎一
（立憲民主党・現）

統一自治体・首長選挙
［4月23日執行予定］

【県本部推薦議員】 土浦市議会議員　 奥  谷 　　
おく や

 崇 
 たかし

 牛久市議会議員　 黒  木 　 宣  子 
くろ き のぶ こ

 筑西市議会議員　 三  澤 　
み さわ

 隆一 
りゅういち

 美浦村議会議員　 山  崎 　 幸  子 
やま ざき さち こ

【県本部推薦首長】 日立市長　　　　 小  川 　 春  樹 
お がわ はる き

【連合茨城推薦首長】 水戸市長　　　　 高  橋 　　 靖 
たか はし  やすし
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青
年
女
性
が
春
闘
討
論
集
会

丁
寧
な
討
論
か
ら
の
要
求
を

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
、
２
月
　
日
に
春
闘
討
論

26

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
金
澤
女
性
部
長

（
鹿
嶋
市
職
）
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
執
行
部
が

春
闘
方
針
を
提
起
。
そ
の
後

は
、
県
本
部
の
千
歳
執
行
委

員
長
が
「
春
闘
」
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

　
千
歳
委
員
長
は
、
２
０
２

３
春
闘
情
勢
と
と
も
に
県
本

部
の
掲
げ
る
春
闘
の
重
点
要

求
項
目
、
ま
た
民
間
春
闘
の

決
着
が
人
事
院
勧
告
な
ど
地

方
公
務
員
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
本
部
青
年
部
・

女
性
部
は「
統
一
要
求
書
」の

作
成
に
む
け
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
行
い
、
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
。
千
歳
委
員
長

は
、「
組
合
員
の
不
安
や
不

満
を
丁
寧
に
討
論
し
、
具
体

的
な
要
求
項
目
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
自
分
た
ち

の
職
場
で
働
け
て
良
か
っ

た
、
働
き
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
職
場
づ
く
り
に
む
け
要

求
し
て
い
こ
う
」と
訴
え
ま

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
、
３
月
１
日
に
第
１
回
単

組
青
年
部
長
・
女
性
部
長
会

議
を
開
き
、
　
月
の
定
期
大

11

会
以
降
取
り
組
み
の
経
過
と

当
面
の
た
た
か
う
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
松
兼

青
年
部
長
は
、「
コ
ロ
ナ
対

応
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
る
が
、
若
手
職
員

の
業
務
の
多
忙
さ
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
年
休
取
得
や
賃

金
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
、
集
会

で
の
意
見
交
換
を
丁
寧
に
行

い
、
青
年
部
・
女
性
部
と
し

て
統
一
要
求
書
の
作
成
を
め

ざ
し
て
い
く
」と
し
ま
し

た
。
金
澤
女
性
部
長
か
ら

は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
学

級
を
開
催
し
、
交
流
す
る
中

か
ら
女
性
職
員
の
抱
え
る
課

題
を
吸
い
上
げ
て
い
く
。
女

性
部
の
団
結
に
む
け
て
交
流

を
深
め
て
い
こ
う
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
当
面
す
る
た
た
か
い
に
つ

い
て
、
中
條
青
年
部
副
部
長

（
高
萩
市
職
）
か
ら
２
０
２

３
春
闘
の
取
り
組
み
、
加
藤

木
女
性
部
書
記
長
（
常
陸
大

宮
市
職
）
か
ら
第
　
回
自
治

26

労
関
東
甲
地
連
青
年
女
性
夏

期
交
流
集
会
の
運
動
の
意
義

と
参
加
呼
び
か
け
、
渡
邉
青

年
部
副
部
長
（
東
海
村
職
）

と
益
子
女
性
部
副
部
長
（
常

陸
太
田
市
職
）
か
ら
は
、
組

織
強
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
起
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
単
組
か
ら
活

動
報
告
を
受
け
、
最
後
に
金

澤
女
性
部
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍

で
組
合
活
動
が
制
限
さ
れ
、

組
織
強
化
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
こ
と
は
ど
の
単
組
も

共
通
の
課
題
。
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
も
、
よ
り
多
く

の
交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
て

い
く
の
で
単
組
青
年
部
・
女

性
部
の
ご
協
力
と
結
集
を
お

願
い
し
た
い
」
と
ま
と
め
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
決
意
を

固
め
、
会
議
を
終
え
ま
し
た
。

 常
陸
大
宮
市
職
青
年
部
 

　
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の

交
流
を
深
め
る
活
動
が
制
限

さ
れ
、
組
合
活
動
の
意
義
が

伝
え
ら
れ
な
い
現
状
か
ら
、

今
後
は
幅
広
く
組
合
活
動
や

集
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
組
合
活
動
に
関
す
る
意

識
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

 常
陸
太
田
市
職
青
年
女
性
部
 

　
昨
年
３
回
の
ニ
ュ
ー
ス
発

行
や
基
本
組
織
と
新
入
組
合

駅
悦
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詠

し
た
。

　
講
演
後
は
、
３
班
に
分
か

れ
分
散
会
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
分
散
会
で
も
人
員

が
不
足
し
て
い
る
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
年
休
が
取
得
で

き
な
い
、
人
事
異
動
後
の
引

継
ぎ
が
で
き
な
い
、
育
休
が

申
請
し
に
く
い
な
ど
、
人
員

不
足
が
労
働
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
共
通
の
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
職
の
民
間
流
出

防
止
の
た
め
に
は
手
当
支
給

や
長
時
間
労
働
是
正
の
必
要

が
あ
る
、
講
演
を
聞
い
て
ま

ず
自
分
が
感
じ
る
不
満
や
不

安
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
は
松
兼
青
年
部
長

（
行
方
市
職
）
が
集
約
を
行

い
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

青年女性春闘討論集会であいさつする金澤女性部長

員
に
む
け
た
学
習
会
を
開
催

し
た
。
下
水
道
事
業
に
係
る

給
与
削
減
に
対
し
、
粘
り
強

い
交
渉
で
当
局
の
当
初
提
案

を
期
間
短
縮
や
削
減
率
減
を

勝
ち
取
り
、
組
合
活
動
の
重

要
性
を
認
識
し
た
。
今
後
も

多
く
の
交
流
か
ら
組
合
活
動

の
大
切
さ
を
学
び
、
組
織
強

化
の
た
め
に
取
り
組
ん
い
く
。

 高
萩
市
職
青
年
女
性
部
 

　
２
月
に
青
年
女
性
部
勉
強

会
を
開
催
し
、
県
本
部
か
ら

の
講
演
と
分
散
会
を
行
っ

た
。
勉
強
会
前
に
は
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ

を
基
に
分
散
会
で
意
見
交

換
。
若
手
職
員
が
退
職
せ

ず
、
組
合
と
し
て
誰
も
が
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

県内統一要求書を追求
第１回青年部長・女性部長会議

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　
労
働
基
準
法（
労
基
法
）　36

条
に
定
め
る「
時
間
外
・
休

日
労
働
に
関
す
る
協
定
」は

通
称「
　（
サ
ブ
ロ
ク
）協
定
」

36

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
連
合
茨
城
は
、
３
月
６
日

を「
　
の
日
」と
設
定
し「
ア

36
ク
シ
ョ
ン
！
 　
街
宣
行
動
」

36

を
水
戸
駅
頭
で
行
い
ま
し

た
。
働
く
人
に
労
働
時
間
に

関
す
る
ル
ー
ル
　
協
定
を
広

36

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。

　
そ
も
そ
も
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
労
働
時
間
は
、
原

則「
１
日
８
時
間
１
週
　
時
40

間
」と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
超
え
て
残
業
や
休
日
出
勤

さ
せ
る
場
合
は
、
使
用
者
と

労
働
組
合
が
協
議
し「
　
協
36

定
」を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
地
方
公
務
員
の
場
合
は
、

労
基
法
は
原
則
適
用
（
地
方

公
務
員
法
第
　
条
に
よ
り
一

58

部
適
用
除
外
）
で
、
こ
の
　36

条
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
長
時

間
労
働
是
正
の
観
点
か
ら
も

　
協
定
の
締
結
（
適
用
除
外

36職
場
は
　
協
定
に
準
ず
る
協

36

定
）
を
締
結
し
、
労
使
で
労

働
時
間
・
働
き
方
を
協
議
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Action!Action!Action!

36

連合「36協定に関する調査」(2017 年 6 月）より

36協定のことを 36協定を

知っている

56.5％

締結している

45.2％
知らない

43.5％
締結していない、
わからない

54.8％
締結していない、
わからない

54.8％
締結していない、
わからない

54.8％
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